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■本プロジェクトで取り組む、広域避難実現に向けたロードマップ案

域外・域内を踏まえた
避難のあり方検討

広域避難先の確保

避難経路の設定

・広域避難者の規模の整理
・広域避難先の候補地の検討・検証
・広域避難先との調整・協定

・危険区域の確認

・避難経路の設定・検証
・（交通規制等の検討）

・輸送能力の低い鉄道の抽出・利用検討
・シミュレーションによる鉄道活用のあり方検討

・鉄道利用の適正規模の検討・検証

・地域～駅、駅から先の移動手段の確保

・鉄道事業者との調整・連携

広域避難先の確保

・（既存協定・TNT検討等をふまえた広域
避難先の仮設定）

避難経路の設定

広域避難における鉄道の活用

広域避難におけるバスの活用

・現有バスによる輸送能力の整理

・バス避難ニーズの把握
・シミュレーションによるバス避難の課題抽出

・バスの確保・調整
・現有バスでの避難方法の検討

・バス確保後の避難方法の検討

広域避難の意思決定タイミング
・意思決定体制・広報体制の確立

・自主的広域避難情報の発表および実施
体制の検討、とりまとめ

・地域住民への周知・意識啓発

・実施体制の検証（訓練等）
・より効果的な広域避難・緊急避難を
促す情報（広域避難勧告・緊急避難
情報の発令等）の検討

・８市町村内の危険区域の整理
・シミュレーションによる避難経路設定の
あり方検討

逃げ遅れた住民の
緊急避難誘導体制の確立逃げ遅れた住民の緊急避難誘導体制の確立

・緊急避難および救助方針のあり方検討 ・避難者の規模をふまえた緊急避難
誘導に関わる検討

・緊急避難を促すタイミングの検討

住民の自助力・共助力の向上

・学校防災教育教材の作成
（水防災協議会で実施）

・広域避難に関する意識啓発の検討、実施
（広域避難実現プロジェクト(公開)の実施）

・災害時要援護者の避難支援検討

・意識啓発ツールの作成・更新
（動くハザードマップの作成・更新）

その他

・要配慮者施設へのアンケート実施、
避難確保計画における課題整理 ・広域避難者の状況把握体制の検討

・観光客の避難誘導・支援検討

・TNT高潮+L1洪水を対象としたシミュレーション
による避難検討
・L2洪水時の8市町村内の浸水人口、
避難所整理

広
域
避
難
計
画
の
完
成

これまでの検討

・域外・域内避難を踏まえた避難者・避難
施設の精査
→避難のあり方検討

第１フェイズ 第２フェイズ 第３フェイズ 第４フェイズ

広域避難計画（第１版） 広域避難計画（第２版） 広域避難計画（第３版）

広域避難における鉄道の活用

広域避難におけるバスの活用

住民の自助力・共助力の向上

その他

訓練の実施

※意思決定タイミングの検討

注）H27年策定時点のアクションプランに基づく内容

項目のため、昨今の防災行政の状況等に鑑みて、
項目によっては実施の有無や主体について見直す
必要がある。

※必要に応じて適宜更新

（※“当て”がない人に対するサポート）

現時点
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